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１．概要（Summary ）： 

 多数のグルコース分子が重合した天然化合物であ

るデンプンは、農産物のエネルギー貯蔵の形態として

存在するだけでなく、食味としての糖分の原材料の役

割もあり、貯蔵や食品加工で糖に変換されることから

消費者から見ても重要な物質と言える。そこで我々は、

このような巨大分子であるデンプンを分光学的に定

量評価する手法を目指し、分子間振動モードに着目し、

テラヘルツ分光法の適用を検討し、X線回折装置によ

って得られる結晶構造との比較を行った。 

 

２．実験（Experimental）： 

【利用した主な装置】 

X線回折装置 

【実験方法】 

 コムギ、トウモロコシ、イネ、サツマイモ、ジャガ

イモ由来のデンプン標準品を X 線回折装置（Smart 

Lab、リガク製）で測定した。先行研究を参考に、測

定角度を 2θ = 4-40º、分解能を 0.05º、走査速度を

3º/minに設定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

 テラヘルツ分光法によるデンプン標準品のスペク

トルを Fig. 1に示す。コムギ、トウモロコシ、イネ、

サツマイモのデンプンでは 7.9、9.0、10.5、12.1、13.1 

THzに 5つのピークが見られたのに対して、ジャガイ

モでは 9.0、10.5、12.1、13.1 THzの 4つのピークが

確認された。また、X線回折の結果を Fig. 2に示す。

コムギ、トウモロコシ、イネ、サツマイモのデンプン

は A タイプの回折パターンを示し、2θ = 15、17、 18、

23ºにピークが見られた。一方、ジャガイモは Bタイ

プの回折パターンを示し、2θ = 5、17ºにピークが見

られた。よって、テラヘルツ分光法と X線回折でジャ

ガイモのデンプンのみ異なる傾向が見られた。 

近赤外や中赤外光による従来の分光法では巨大分子

であるデンプンの結晶構造を測定できなかった。一方，

本研究ではテラヘルツ分光により、X線回折で得られ

るようなデンプンの結晶構造の違いを計測できる可

能性が示された。 

 

Fig. 1 Terahertz spectra of pure starches. 

 
Fig. 2 X-ray diffraction patterns of pure starches. 
Arrows indicate peak positions. 
 

 今後、実際の農産物を用いて貯蔵や食品加熱の過程

による詳細な計測を行い、本手法の有用性を探索する

とともに、より簡便な分光分析法を開発する予定であ

る。 
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